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1. はじめに 

低温プラズマの照射により酸素や窒素等の活性種，電子，紫外線，電界など様々な因子が放出される．

生体にプラズマを照射すると酸化ストレス等の刺激となり微生物の殺菌やがん細胞選択的なアポトー

シスが誘導される.1,2) これを植物に適用し植物体にプラズマ処理を行うと，ストレス耐性物質の合成が

高まり青果物中の抗酸化物質の蓄積量が増加することが期待される．本研究では愛知県幸田町との連

携により，イチゴ苗を対象として栽培の過程でプラズマ処理を行い果実への効果を検討した.  

2. 実験方法 

幸田町内のイチゴ生産農家のビニルハウス (10.8 m×24 m) において, イチゴ苗の定植後より散水・

施肥など通常の手法に則って栽培を進めながら, 定期的にプラズマ処理を実施した. 処理として苗へ

のプラズマ直接照射，ならびにプラズマ活性化乳酸リンゲル液 (Plasma-activated Lactec, PAL)3) の散水

によって行った．調製したPALは蒸留水で×25倍, 100倍と希釈した処理区を設けた.  

3. 実験結果および考察 

各処理区から収穫したイチゴ果実の総アントシアニン含量を測定した (図). プラズマ直接照射区よ

り収穫した果実では, 対照区と比較して有意に増加した. また，×100倍, 25倍希釈液のPAL処理区より

収穫した果実では, 対照となる蒸留水やラクテック処理区と比較していずれも有意に増加した. アン

トシアニンはポリフェノール類の一種であり高い抗酸化値を示し，糖尿病やがん等の疾病や老化を抑

制する．栽培過程でのプラズマ処理によって，より高付加価値の青果物生産の可能性が示された．  
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図	 果実のアントシアニン蓄積量 
(対照区を基準に相対比を示す) 
t検定による有意差**p<0.01を示す． 
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